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巻頭言『理想の図書館』

人文学部助教授 大内　裕和　

No.30

中・四国の私立大学図書館のなかで松山大学図書館は現

在最大数の蔵書を保有している。この図書館をさらに充実

させることが、大学における研究・教育活動の活性化にと

って必要不可欠な条件である。ここでは主としてソフト

（内容）の観点から「理想の図書館」を考えていきたいと

思う。「理想」とはいっても、実現可能なレベルで提案し

たい。

一点目は、充実した開架図書を並べることである。現在

の図書館は10万冊の配架が可能であるが、これではやは

り不十分だといえる（開架スペースはすでに限界に近づい

ている）。ここでは大雑把であるが、30万冊～50万冊レ

ベルを理想としたい。完全開架を実施している大学図書館

もあるが、それはスペース（完全開架は巨大なスペースを

必要とする）と学生利用の便宜を合わせて考えるとベスト

の選択肢ではないだろう。ここには現在の大学における研

究と教育の統合の困難という状況も関係している。高等教

育の大衆化、研究の専門分化・高度化という状況は、学部

レベルで学問の先端を教えるということをほぼすべての分

野において不可能としている。大学は研究と教育という二

つの欠かせない機能をもっているが、この統合は大学院に

おいては可能であっても学部においては分離せざるを得な

い状況となっている。各教員は学部における講義・ゼミで

は研究内容をそのまま講義するというより、その成果を学

部生用にアレンジする必要に迫られているといえるだろ

う。そのようななかで教員の研究に必要な図書と学生の学

習に役立つ図書との間には大きなギャップが存在する。重

なる部分もないわけではないが、それが全く分けられずに

開架に並べられることは、これから大学での学習を開始す

る学部学生にとって図書の選択をむしろ困難にすると考え

られる。

またこの開架と閉架が分かれている条件を積極的に考え

ることも可能だろう。開架図書にどのような本を並べるか

という場面では、学生にとってどのような本が重要である

かを選書する教員が判断する必要に迫られる。つまりそこ

では教員の教育に関する考え方（哲学）が強く反映するこ

とになる。すでに指定図書コーナー、推薦図書コーナー、

学部基本図書コーナーという形で、学部での講義・ゼミ、

学生の読書とリンクさせた選書が行なわれてきているが、

さらに様々な試行錯誤を通してより優れた本を選書する努

力をすることは有益だろう。情報爆発の現代、出版される

本の量は膨大であり、予算とスペースが限られている以上、

大学図書館では選書の能力を高めることが必須の条件であ

るからである。また開架図書の選書を通して学生にとって

必要な知識・情報とは何かを考えることは、研究と教育と

の関連性に対する意識を高め、大学教育にとって有効性を

もつと考えられる。

開架図書はまた、学生にとって必要な教養とは何かとい

う視点から集められる必要がある。教養教育の重要性は

様々なところで議論されているが、そこでの問題は現代社

会における知の全体像を捉えることの困難にある。特に各

学問分野の専門分化によって、知の断片化・細分化が際限

なく進行している。専門が異なれば言葉が通じないという

状況が、相当程度一般化しているのである。しかしそうで

あるからといって、今後社会に出て行く学生たちに知の全

体像あるいは共通基盤を提供せずに済むということにはな

らない。情報化・複雑化した社会状況であるからこそ、そ

れに対応できる教養や知が求められるからである。大学に

おける文科系・理科系の分離や大学入試科目数の削減、個

性化をスローガンとする教育改革によって進んだ高校教育

の選択科目増大など、学生の共通知識が減少している現状

からもそのことは強く要請されているといえる。開架図書

は経済、経営、人文、法といった学部教育に関わるものば

かりでなく、現代社会における知の全体像（マップ）を示

せるものとなる必要がある。思いつくままを挙げれば、古

典ギリシャにはじまる哲学・論理学、キリスト教・仏教・

イスラム教などの宗教学、美術や音楽などの芸術、DNA

やバイオテクノロジーなど発展著しい現代生命科学、人類

的課題となっている地球環境学・宇宙科学などに関する文

献（他にもまだまだあるが）は、欠かすことができないだ

ろう。困難な課題であるが、現代社会にとって必要な知の

概要を示すことのできる開架図書が並べられることが理想

的である。

二点目には図書館が文化・情報を交流・発信する場とな

ることである。読書や映画鑑賞というのは本来孤独な行為

であるが、その経験を他人と共有し、意見を交わし合うこ

とも重要である。とりわけ大学が教員と学生、または学生

同士の知的交流を通して物の見方・考えた方を育てていく

場である以上、そのことは積極的に試みられる必要がある

だろう。すでに読書指導の会では教員による本を紹介する

イベントが続けられているが、それに加えて学生が一つの

本を一緒に輪読する読書会が盛んに行なわれることが望ま

しい。学生が「教わる」ばかりでなく自主的に学ぶことほ

ど現在求められていることはないからである。読書会に加

えて映画上映会、ビデオ鑑賞会なども教員・学生の自主的
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経済学部助教授 松井　名津　

なアイディアで行なわれるようになれば、図書館における

文化活動・交流はさらに活発化するだろう。こうした活動

をその場限りで終わらせずに活用することも考えられてい

い。読書会や映画上映会、ビデオ鑑賞会での議論の記録を

蓄積させていけば、それが松山大学図書館独自のインデッ

クスとなる。こうしたインデックスは利用者にとって価値

の高い情報であると同時に、松山大学図書館を固有の意味

をもったスペースとして活性化させることにつながるであ

ろう。これはすでに昨年からスタートしている松山大学図

書館書評賞を通して実践されている。受賞作をはじめとし

て優れた書評はホームページに掲載され、利用者が本を選

択する際のインデックスとしての機能を果たしている。教

員や学生の書評をたよりに本を探す。さらにはその書評に

対して別の視点からの書評が行なわれるということもある

だろう。本の評価をめぐって議論が起こることも予想され

るが、それこそが大学という場にふさわしいといえる。衛

星放送の人気番組「週刊ブックレビュー」のように、共通

の本をめぐって教員や学生が発表しあうイベントなども行

なわれたら楽しい。こうした交流を通して得られた成果を

積極的に発信する試みも考えられる。すでに教員による推

薦図書一覧は冊子としてまとめられ、図書館書評賞の受賞

作は松山大学のホームページ上で公開されている。それら

に加えて読書会や映画上映会、ビデオ鑑賞会の成果なども

様々な形で発信していくことができるだろう。このことに

よって松山大学図書館が文化を発信する場としての意義を

もつこととなる。

三点目は図書館が地域文化の発展に貢献していくという

ことである。松山市民に対する開放など地域住民へのサー

ビスは行なわれてきたが、それをもっと充実させていくこ

とである。住民の高学歴化の進行や現代社会の高度化・複

雑化は、地域の専門的な知・情報に対するニーズを間違い

なく高めている。こうした知や情報は自治体図書館によっ

て十分に得ることは困難であり、松山大学図書館の豊富な

蔵書・コンテンツはそのニーズに応える力を間違いなくも

っているといえる。このためにはまず開館時間の延長が必

要である。開館時間は少なくとも欧米の大学並みに午後

10時～11時まで延長されることが望ましい。一点目の開

架図書の充実や二点目の文化・情報の交流・発信について

も地域住民のニーズを取りいれていくことができるだろ

う。これについては図書館予算が学生納付金によって主に

担われているという私立大学の難しさがあるが、その問題

も議論を積み重ねることで解決していくことが望ましい。

また読書会や映画上映会などを通して教員、学生、地域住

民との間で活発な議論が行なわれることになれば、それは

大学教育にとっても地域文化にとっても大きなプラスとい

えるだろう。今後の18歳人口の急減、生涯学習時代の進

展は、松山大学において社会人を含めた成人学生が増加す

る可能性を高めているのであり、その点からも地域文化と

の関係を重視していくことは大切だと思われる。

最後に、これらを実現するにはそれを支える図書館スタ

ッフの活動とそれをサポートする大学教員の積極的な協力

が欠かせない。両者の努力と協力によって松山大学図書館

が「理想の図書館」になることを私は夢見ている。

松山大学図書館の収容能力が限界に近づきつつある。ま

た、マルチメディアの登場やI.T.化の進展に伴って、情報

リテラシー教育の充実が求められている。この二点からだ

けでも、新しい総合的な図書館の必要性が高まりつつある

といってよいだろう。いずれ全学的な議論を重ねながら新

しい図書館像が描き出されることだろうが、ここでは主と

して設備の観点から求められる図書館を考えていきたい。

とはいえ、これはあくまでも一つのたたき台、ラフスケッ

チにすぎないものであって、新図書館設立にあたっては全

学の英知を結集することが必要であることはいうまでもな

いことである。

まず、指摘しておきたいことは、学生の学費によって支

えられる大学図書館は利用者である学生にとって使いやす

く立ち寄りやすい図書館でなくてはならないということで

あり、そのためにも学習支援センターとしての性格をより

強めて行かなくてはならないだろうということである。こ

れを念頭に置きつつ、8点ほど理想的な図書館としてふさ

わしい設備を考えていくことにしたい。

1．情報コンセントの整備

インターネットの急速な普及・進展やCD-R、DVDとい

ったニューメディアが出現してきている。こうした時代に

なぜ図書館機能の充実が必要なのか、という声もあるかも

しれない。しかし、インターネットやニューメディアの情

報は、その時点その場のフローの情報という性格が強い。

一方図書や雑誌に集積された情報は、過去からのストック

の情報という性格を持つ。性格の異なった情報を結合し、

その中から問題を発見し、自ら解決する能力を身につける

こと、すなわち情報リテラシーが、これからの人材に何よ

りも求められていくであろう。こうした能力獲得を支援す

る機能を図書館は担って行かなくてはならない。ではその

ために、どのような設備が必要だろうか。

近年新規増築した大学図書館の多くで、個別ブースやグ
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ループ学習室で使用できる情報コンセントの整備が行われ

ている。与えられた課題を解決するためにどのような情報

を、どのような方法で収集すればもっとも効率的なのか。

これが情報リテラシー教育の第一歩だとすれば、各自が自由

に活用できる情報コンセントの整備とそれに見合ったセキュ

リティの充実は、図書館にとっても必要な設備であろう。

2．A.V.室、L.L.教室（ブース）

グローバル化の進展とともに、語学能力、異文化理解能

力が求められている。こうした能力を身につけるために、

集中して語学教材やビデオ等を視聴できるスペースが必要

となる。視聴覚教材の利用を促進するためには、防音設備

を施した独立の専用スペースが求められるだろう。

3．マルチメディアに対応した小スタジオ

しかしこれだけでは十分とはいえない。情報は所有して

いるだけでは価値がない財である。他者に伝え、他者と共

有してこそ情報はその真価を発揮する。したがって情報発

信能力を支援していく機能も必要となってくるだろう。そ

のためには単なるグループ学習室ではなく、ビデオ等を撮

影映写できるスタジオ、特に50人程度を定員とする小規

模のスタジオが必要となってくるだろう。

ゼミ単位で自己紹介ビデオを作り、互いに鑑賞し批評する。

自分たちの報告風景をビデオにおさめ、相互に批評する。こ

うした試みを通じて、どのようにすればより分かりやすい報

告になるのかを実体験を通じて身につけていくことができる

だろう。慶応大学湘南藤沢台キャンパスのメディアセンター

はこうした先駆的試みの例である。

こうしたスタジオは単に情報発信を支援するだけでな

く、異文化理解にも力を発揮する。何を食べているのか、

どんな音楽を聴いているのか、どんな風景のもとで過ごし

ているのか、その文化の日常風景を知ることが、異文化へ

の関心を深めるきっかけになる。少人数で視聴した教材を

もとにして、互いに感想を述べ合うことによって、さらに

関心を深めていくことができよう。語学教育においても、

L.L.教室で個別に学習するだけでなく、クラス単位で現実

の状況を設定した会話訓練を行う、ビデオやDVDを視聴

し、その感想をその言語で述べる等々、集団の中でコミュ

ニケーション能力を磨くのに、こうしたスタジオは役に立

つだろう。場合によっては、外国語で劇を創作し上演する

ことも可能である。

少人数で視聴覚教材を共有することは、語学教育以外でも

重要であろう。100人以上を収容できる大教室に、20人が

バラバラに座って視聴すると、どうしても集中度が低下して

しまう。少人数収容のスタジオはこういう時にも効力を発揮

する。またこうしたスタジオが図書館内に設置されているこ

とによって、教材を視聴したあと、場所を移動することなく、

図書資料やネットを使用した情報収集を行うことができ、学

生の興味を持続させながら、情報収集、レポート作成、ディ

ベイトにつなげていくことができるだろう。

4．余裕のある書架スペースと個別キャレル

現在の松山大学図書館にすでに設置されている設備であ

る。しかしそのスペースは健常者にとっては十分であっても、

車いす使用者にとっては十分とはいえない。大学教育は障害

の有無にかかわらずすべての人にひらかれているものである

から、障害者に対する設備面での対応が不可欠となる。

5．開架と閉架の有機的連関＝自動化書庫の例＝

図書館の蔵書はすべて開架であるべきだとの見解もある

が、50万冊を超えると効率的な情報収集ができず、利用

者が混乱するだけだとの見解もある。また、すべての蔵書

を開架にできるスペースを確保できるかという問題があ

る。実際松山大学の敷地を勘案すれば、すべての蔵書を開

架にするには相当な高層化を図る必要があるだろう（個人

的にはある一定限度を超えた高層化には反対である）。閉

架反対論の有力な根拠の一つに、閉架になった図書が死蔵

図書になるという問題があるが、閉架図書を死蔵図書とす

るかどうかは、図書館の運営と設備のありかたによるであ

ろう。

実際建築スペースの問題から、全館開架を取りやめて閉

架を導入した国際基督教大学新館は、自動化書庫を導入す

ることで、設備の面からもこの問題をクリアーしている。

自動化書庫はOPAC画面の指示をもとにスタッククレーン

によってコンテナが自動的に選ばれ、該当書籍を搬送する

ものである。利用者が、OPAC検索画面で画面上から出庫

の指示を行うと、約2分で該当書籍がカウンターに搬送さ

れるという。図書館スタッフは書庫から運搬された図書を

一定のスペースに並べ、利用者はあたかも開架図書である

かのように閲覧し、その場に返却するだけでよい。開架と

閉架の敷居を低くするようなこうした設備の導入も考慮に

入れるべきであろう。

6．事務および情報管理スペースの充実と統合

情報リテラシー教育に重点を置き、学習図書館としての

機能を充実すればするほど、図書館スタッフの業務内容は

質量ともに増大する。こうした業務を効率的に遂行するた

めにも、働きやすい職場環境を整える必要がある。図書が

重量のある荷物であること、電子化の進展に伴いコンピュ

ーター画面をにらんでの仕事量が増えること、高度な情報

処理能力を求められる職務であること、その一方で学生や

教員に対して、したしみやすい、親切なサービスを心がけ

なくてはならないこと。以上のような諸点は学内の他の職

場にも共通する点であると思う。新図書館設立にあたって

はこうした点をふまえつつ、他の部署のモデルケースとな

りうる「働きやすい」職場環境を構築することが肝要とな

る。もちろんそのためには現場で働く職員の声をくみあげ

ることが第一になされなくてはならない。図書資料を出し

入れしやすい身体スケールや、デスクの配置等を考え、身
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体的ストレスを軽減するための予算を惜しんではならない

だろう。

7．生涯教育支援

すでに1993年の学術審議会報告書で大学図書館公開の

必要性が指摘されているが、生涯学習の時代を迎えて、地

域社会に開かれた大学として地域社会の教育を支援するこ

とが、大学図書館に強く求められてきている。特に急速な

I.T.化やN.P.O.、N.G.O.のような市民自らが主体である組

織活動の進展をうけて、知識アクセスへの要求は増大して

いると考えられる。有料、無料を問わず国内外の情報デー

ターベースを日常的に利用できる環境にあり、こうしたデ

ーターベース活用ノウハウを持つ大学図書館が、地域社会

に対して貢献できる可能性は大きい。いやむしろこうした

貢献無しに「地域社会に評価される」大学になることは不

可能であるといっても過言ではないだろう。おそらく松山

大学図書館もこうした方向性を強めていくと思われるが、

設備の面からも、この機能を強化する必要があるだろう。

具体的には、上記の小スタジオやインターネット環境とい

った諸設備を、一般市民にも開放していくことが挙げられ

るだろう。そのためにも情報セキュリティ対策を万全のも

のにしておく必要がある。

さらに一般市民や新入生の情報教育のために、ガイダン

スルームとして使用可能な教室を図書館内に設置するこ

と。こうした設備は新歓期のみならず、夏期休暇中の市民

公開講座の際の、情報教育講座の場としても利用可能であ

る。さらに市民公開講座を開催できる規模の教室を複数設

置しておく。公開講座で紹介された書籍や各種資料を、即

座に入手できる環境を整えることで、市民の学習意欲が高

まり、ひいてはリフレッシュ教育の一環として大学への編

入学をも視野に入れてもらえるかもしれない。この辺りの

機能は、新入生ガイダンスの一環と重複するものも多く、

こうした機能を充実させることによって、在学生の情報リ

テラシー能力も強化されるであろう。

8．建築物としての図書館

以上の議論は図書館の内部設備に話を限ってきたが、こ

こでは入れ物として建物の視点から、図書館を考えてみた

い。立ち寄りやすく入りやすいという施設という点から、

地上階には学生が集える和みのスペースを設置することが

必要となるだろう。また、図書館は静謐の場所という固定

概念から脱出し、周りの利用者に不自由を感じさせない程

度の音量で、おしゃべりのできるスペースも必要となるだ

ろう。実際新館増築にあたって、地階に談話しながらパソ

コン使用可能なスペースをもうけた国際基督教大学図書館

では、これまでの図書館にはなかったグループ学習の風景

が見られるようになったという。

ところで、図書館建物の外観であるが、これは個人的趣

味の違いが如実になり、客観的基準が置きにくいものであ

る。従って、以下に述べるのは全くの個人的見解、趣味の

露呈にすぎない。

先ほど個人的には極度の高層化には反対であると書い

た。これは何よりも地域社会に密着し、松山という歴史と

緑にあふれる地方中核都市の真ん中に位置するという松山

大学の特殊性を念頭に置いてのことである。近年松山市も、

急速に高層化しつつあるが、果たしてコンクリートの柱が

乱立する都市景観が21世紀の松山にふさわしいものだろ

うか。すでにこうした20世紀型都市は破滅の様相を呈し

始めているのではないだろうか。新宿副都心の夜間景観

（ゴミだらけの、強風のふきすさぶ、無人の）、今年特に話

題に上ったヒートアイランド現象。あの景観が、あの夏の

暑さが松山にふさわしいだろうか？御幸山を背景に、道後

を臨み、松山城を遠望する景観にふさわしい、そういう建

築物こそ松山大学図書館にふさわしいのではないか。収容

スペースの確保の点からは高層化は避けられないとは思う

が、極度の高層化（たとえば20階建て）に躊躇を覚える

のはこうした理由からである。

今現在松山大学のキャンパスに存在する建物の多くも、

白茶けた無味乾燥な建物ではない。新図書館建設にあたっ

ては、一歩踏み込んで、21世紀の松山にふさわしいシン

ボルとなりうる建築物、中・低層でありながら機能的には

十分であり、景観と調和する、こういった困難な課題を解

決するモデルケースとして、図書館建築を構想してみては

どうだろう。特に都市部に付き物のヒートアイランド現象

緩和に有効な、建物緑化の手法を大胆に使った建築は考慮

に値すると思う。古今東西を問わず、読書に最適なのは

「緑陰」である。ならば図書館が緑に彩られるのは当然だ

と思うのだが。

さらに、ここで地場産業との連携もはかってみてはどう

だろう。愛媛県には優秀な地場産業があるにもかかわらず、

デザイン力が弱いために市場競争で不利な立場に置かれが

ちだとはよく言われることである。そこで、新図書館建設

を、砥部焼き、製紙、和紙、タオル、絣等々、地場産業の

ノウハウを活かしつつ、大胆なデザイン力を発揮できる

「場」にしてしまうのである。デザイン力を喚起するには、

何よりもデザインを発揮できる「場」が必要である。シス

ティナ礼拝堂がなければミケランジェロも腕のふるいよう

がなかったであろう。

以上8点にわたって私見を述べてきたが、最初にお断り

したとおりこれは全くの独断と偏見に満ちた叩き台であ

る。真に使いやすく、松山大学にふさわしい図書館構築の

ための活発な議論がわき起こることを期待したい。

参考資料

鬼頭梓、木野修造、 、長谷川紘、沖塩荘一郎、平井堯、

小原誠「図書館建築のディテール」『ディテール』70, 1981,

土屋　司�
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私の場合、図書館の利用方法で一番多いのは、講義と講

義の合間の空いた時間などに自主学習の場として使うこと

です。特に言語科目の課題をしていることが多く、理由は

辞書が何種類か置いてあるからです。私は言語ではハング

ルを選択しているのですが、家には韓日辞典しかないので

日韓辞典が必要になったときはいつも図書館のお世話にな

っています。それに家でやるより図書館で勉強した方が集

中できるため、最近は大体図書館で課題をしています。

それ以外の利用法として、例えばあるジャンルの本が欲

しいときなど、すぐに本屋には行かず図書館で調べてから

行くようにしています。本屋でいきなり本を探すのは、結

構時間がかかる上に少し古くなるともう置いていないとい

うこともあるので、事前に図書館で調べておくと手間が省

けるからです。

そしてもちろん普通に本も借ります。少し前までは本を

借りるのはレポートなどに必要なときくらいだったのです

が、最近は大学図書館といっても難しい本ばかりではなく

私の好きなファンタジー系の本も置いてあることを知り、

いろいろと読んでいます。J･R･R･トールキンやミヒャエ

ル･エンデなど有名な作家のものもたくさん置いてあるの

で、興味のある人は覗いてみたらどうでしょう。題名は知

っていたけれど読んだことはない、という本が見つかるか

もしれないし、あまり本は読まないという人でも読んでみ

ると意外と面白かった、などということもあるのではない

でしょうか。

以上が私のだいたいの図書館活用法となります。少しで

も皆さんの役に立てば幸いです。

Octorber, 彰国社. pp.57～88

戸田光昭『情報サロンとしての図書館』勁草出版サービスセンタ

ー,1993年

長野由紀「〈新館紹介〉国際基督教大学図書館新館ーミルドレッ

ド・トップ・オスマー図書館」『大学図書館研究』60号, 国公私立

大学図書館協力委員会、大学図書館研究編集委員会, 2001年2月

土屋俊「知識化社会における大学改革の中の大学図書館」『大学図

書館研究』60号, 国公私立大学図書館協力委員会、大学図書館研

究編集委員会, 2001年2月

原田こずえ・河村俊之「横浜市立大学学術情報センターにおける

社会貢献の試みー市民への情報リテラシー教育の提供ー」『大学図

書館研究』64号, 国公私立大学図書館協力委員会、大学図書館研

究編集委員会, 2002年3月

私は、松山大学図書館を試験勉強や友達との待ち合わせ

場所として利用しています。特に新聞コーナーは、朝日、

読売、毎日、日経など主要な全国紙だけでなく、地方新聞

も充実しているので便利です。県外生の私にとって、地元

の情報を知ることができる数少ない情報源なので、毎日利

用しています。また複数の新聞に目を通すことで講義やゼ

ミの内容が理解しやすくなり、就職試験にも役立ちます。

試験勉強やレポートの作成にあたっては、4階にある各

教授の指定図書や3階の学部基本図書が、非常に便利なの

で利用するようにしています。特に今年から新設された学

部基本図書は、各学部・学科ごとにその分野の良書が揃え

られているので、どの図書を選んでいいかわからないとき

は、活用すると良いと思います。友達と一緒に勉強すると

きは、グループ学習室を利用しています。周囲を気にせず

話を進めることができるので、ゼミ仲間と勉強するときは

便利です。

大学図書館というと難しい本ばかりあるように考えがち

ですが、ベストセラーのコーナーには話題の本や人気作家

の図書も多数あるので、気楽に借りることができます。読

みたい本がない場合でも、購入を依頼すれば比較的簡単に

取り寄せてくれるので利用しやすいです。また図書館が開

催している読書指導の会では、図書の紹介だけではなく、

教員や公務員試験、資格取得のための学習方法や試験情報

など、対策を専門の講師の方が教えてくれるので、興味の

ある講座には参加するようにしています。図書館を有効に

活用することで、学生生活が便利で豊かなものになるはず

です。

『発見、私の図書館利用法』

人文学部社会学科3年　池田　愛美

人文学部社会学科4年　中村　祐介
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分類番号：933.7／G／89／1
配架場所：開架（3階）

エリヤフ・ゴールドラット著、三本木　亮［訳］
ダイヤモンド社

ザ・ゴール
ー企業の究極の目的とは何かー

分類番号：Lib／2002
配架場所：開架ベストセラーコーナー（1階）

エリヤフ・ゴールドラット著、三本木　亮［訳］
ダイヤモンド社

ザ・ゴール2
ー思考プロセスー

経営学部講師　菊池　一夫

エリヤフ・ゴールドラットによるベストセラー『ザ・ゴール―
企業の究極の目的とは何か』のシリーズの第1作である。物理学
の研究者が書いた本であるので自然科学の類かと思いきや、企業
小説の体裁をとっている。中身はといえば、工場閉鎖を突然告げ
られた主人公のアレックスが、恩師ジョナの教えを請いながら、
仲間と共に試行錯誤を経て工場の建て直しをはかっていくという
ストーリーである。
この話でのポイントはシステム改善のツールとしての制約条件

（TOC）である。これは個別の過程というものよりもむしろ全体
を1つのシステムと見なして、システムの目的を達成するための
改善手法である。そこにはボトルネックに関心を集中し、工場全
体のアウトプットを上げるためにスループットの最大化を狙うと
いう原理が導き出されている。この考え方はアメリカの生産管理

の実務やサプライ・チェーンの研究に大いに影響を与えることに
なった。
本書でもう1つユニークな点はアレックスと家族との関係であ
る。彼は家族思いであるにもかかわらず生産性の低い工場の仕事
にかかりきりで、家族と過ごす時間がない。しかし、TOCとい
うこれまでと異なる考え方を実践することで企業の生産性を上げ
るだけではなく、家族と共に楽しく過ごす時間を享受できるとい
う2重の意味でのイノベーションの成果がうたわれている。
さて、生産管理のことをほとんど知らない著者のエリヤフ・ゴ
ールドラットが物理学で学んだ発想をそこに展開するという点に
は驚きを感じる。しかし、物事の基本原理、知恵というものは文
系・理系を問わず共通するものであるということをわれわれは本
書から学び取れるのかもしれない。

エリヤフ・ゴールドラットによる『ザ・ゴール－企業の究極
の目的とは何か』の続編である。物理学者である筆者が生産管
理の分野に物理学の発想を持ち込んだことが人々に衝撃を与え、
前書は世界的に大ベストセラーとなった。
前書において工場長として画期的な生産改善に成功したアレ

ックス・ロゴは、本書では多角事業グループ全体を統括する副
社長として登場する。アレックスは、多角事業グループの売却
を防ぐための条件として、多角事業グループの所有する三社に
ついて数カ月以内に劇的に業績を向上させることを命じられる。
彼は、恩師ジョナによって授けられた思考プロセスを用いるこ
とによって、降りかかる無理難題を次々に解決していく。
このシリーズの特長は、小説を楽しみながら何かを学ぶこと

ができることである。本書で学ぶことができるのは、問題解決

の手段である。何か問題に直面したとき、まず図を描くことに
よって何が根本的な問題になっているかを明らかにする。次に、
発見した根本的な問題をどのように変えたらよいかを考える。
そして、それをおこなう具体的な手段を順序立てて構築する。
この過程をビジネスだけでなく家庭問題なども例に取り、わか
りやすく説明している。
本書は、前書と同様、ビジネス書であるにも関わらずたくさ

んの人に読まれている。小説仕立てで読みやすいことが原因で
あろう。しかし、ここに一つ疑問に感じることがある。果たし
て本書を読んだ人のうちどれだけが、ここで説明されている思
考プロセスを実践しているであろうか。われわれがむしろ学ぶ
べきは、問題を認識したらすぐに紙とペンを取る、そのアレッ
クスの姿勢であるのかもしれない。

私が薦めるこの一冊

経営学部講師　溝上　達也
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図書館利用状況推移表�

『相互協力』利用件数推移表�

　1999年9月よりNACSIS-ILLを開始した。�
※但し、〔 〕内は謝絶の件数で、2002年度は9月末現在�

※貸出冊数は研究室分を除く�

〔23〕� 〔15〕� 〔0〕�〔43〕�

403

587

338

220,574

217,672

222,733

188,676

49,377

47,807

44,273

35,736

73,299

82,681

85,839

77,554

12,132

11,458

13,416

12,774

85,484

94,139

99,255

90,328

277

321

175

73

50

25

83

124

242

7

12

2

22

20

10

865

1,114

792
〔69〕� 〔15〕� 〔0〕�〔52〕�

〔56〕� 〔10〕� 〔0〕�〔60〕�

本学からの申込み件数�
相互貸借�

他館からの受付け件数�

開  架�
貸出冊数�入館者数�

閉  架�

閲  覧  冊  数�

小  計�

相互貸借�文献複写� 文献複写�所蔵調査� 所蔵調査�
合計�

1997年度�

1998年度�

1999年度�

2000年度� 〔15〕� 〔35〕� 〔8〕�〔41〕�
363 140 2 451 39 9 1,004

2001年度� 〔13〕� 〔51〕� 〔9〕�〔23〕�
268 177 3 499 52 12 1，011

〔15〕� 〔44〕� 〔7〕�〔29〕�
277 122 0 429 21 16 8652002年度�

1997年度�

1998年度�

1999年度�

2000年度�

222,166 55,394 82,063 12,035 94,0982001年度�

128,446 28,979 39,802 6,256 46,0582002年度�
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今号からは、前号で一応終了した「資料検索シリーズ」に
代わって、今後の松山大学図書館を見すえて、大内先生、松
井名津先生に『理想の図書館』というテーマで、今後の大学
図書館として進むべき方向というもののお考えをお示しいた
だいた。お二人には、選書委員会の委員として以前から図書
館、特に開架図書の充実にご尽力をいただいているので、本
当に感謝を申し上げたい。
その内容として、大内先生は充実した開架図書を並べるこ
と、図書館が文化・情報を交流・発信する場となること、図
書館が地域文化の発展に貢献していくことが重要であるとし
ている。
つぎに、松井先生が設備の面から、情報コンセントの整備、
A.V.室、L.L.教室（ブース）の設置、マルチメディアに対応
した小スタジオの設置、余裕のある書架スペースと個別キャ
レルの設置、開架と閉架の有機的連関（自動化書庫の例）、

事務及び情報管理スペースの充実と統合、生涯教育支援、建
築物としての図書館等を取り上げている。
あらたに新シリーズとして、学生による図書館における

「有効利用法」を学部ごとに掲載することにしたもので、今回
は最初に人文学部生2名による図書館利用の薦めを掲載して
いる。このコーナーが少しでも学生の図書館の利用促進につ
ながればと思っている。
また、『私が薦めるこの一冊』のコーナーは、くしくも同じ
タイトル「ザ・ゴール」の上・下巻となっている。しかし、上・
下巻では中身がまったく違っており、どちらの本も内容的に
すばらしいとの推薦者の言葉である。是非ご熟読願いたい。
前半期における図書館活動としては、情報リテラシー教育
の一層の充実、あるいは図書館見学、読書指導会等が活発に
行われた。図書館として今後、全学部あるいは上級生へ範囲
を広げて行く等の一層の充実を図っていかなければならない。

「編集後記」

－－－統計データで見る松山大学図書館－－－
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